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緻ち
み
つ密

な
計
算
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
金

属
部
品
は
、
機
械
加
工
や
板
金
加
工
で
製

造
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
部
品
を
溶
接
、
組

み
立
て
て
製
品
と
し
て
完
成
。

　
「
も
の
づ
く
り
は
ど
う
し
て
も
モ
ノ
に
視

線
が
い
き
が
ち
だ
け
ど
、
最
終
的
に
は
人

間
の
力
が
左
右
し
ま
す
」
と
、
石
田
社
長
。

　

精
密
部
品
を
扱
う
同
業
界
で
は
、
ミ
ク

ロ
ン
単
位
で
の
寸
法
精
度
が
要
求
さ
れ

る
。
素
材
の
特
性
な
ど
を
熟
知
し
た
人
間

が
機
械
を
動
か
す
こ
と
で
、
高
品
質
を
維

持
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

働
く
技
術
者
の
ほ
と
ん
ど
は
地
元
の
人

間
。
正
確
な
作
業
が
重
要
な
現
場
で
は
、

但
馬
人
の
勤
勉
さ
が
大
き
な
力
と
な
る
。

　

ま
た
、
同
社
で
は
２
年
前
よ
り
「
生
産

革
新
１
１
０
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー

ト
。
生
産
性
を
前
年
比
10
％
向
上
さ
せ
、

　

私
た
ち
に
身
近
な
駅
の
自
動
改
札
機

や
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
機
械
が
、
但
馬

で
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
意

外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
。
昭
和
21
年
創
業
の「
株
式
会

社
誠
工
社
」
は
、
カ
ー
ド
や
紙
幣
を
搬
送

す
る
技
術
を
得
意
分
野
と
し
て
お
り
、
設

計
か
ら
部
品
の
調
達
・
加
工
、
組
立
ま
で一

貫
生
産
し
て
い
る
。

　

顧
客
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ

る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が

強
み
の
会
社
だ
。
豊
岡
市
神か
み
よ
し
だ
い

美
台
の
神
美

事
業
所
を
訪
ね
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
紙
幣
を
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
入
出

金
す
る
シ
ス
テ
ム
は
高
度
な
技
術
を
要
す

る
日
本
独
自
の
も
の
で
、
同
社
の
顧
客
は

国
内
最
大
の
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
る
。

DATA 
■株式会社誠工社
　（本社）豊岡市九日市下町140 TEL.0796-22-8888
　◎2012年但馬産業大賞
　「キラリと世界へ輝く技術部門」受賞
　http://www.sksd.co.jp/

１
１
０
％
の
生
産
効
率
を
目
指
す
改
善
活

動
だ
。
作
業
の
様
子
を
動
画
で
撮
影
し

て
、
人
の
動
作
・
モ
ノ
の
停
滞
・
工
程
間
の

距
離
な
ど「
ム
ダ
と
り
」を
実
践
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
徹
底
し
た
取
り
組
み
が
、顧
客
か

ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

最
近
で
は
、
血
液
分
析
装
置
な
ど
医
療

機
器
分
野
で
も
同
社
の
技
術
が
活
か
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
に

使
わ
れ
る
エ
ン
ボ
ス
加
工
は
、現
在
国
内
に

一
社
し
か
な
い
技
術
で
、
そ
の
受
託
生
産
を

一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
。
様
々
な
場
面
で

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
昨
年
度
「
但
馬
産
業
大

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
高
い
技
術

力
は
、
今
日
も
日
本
の
も
の
づ
く
り
産
業

を
支
え
続
け
て
い
る
。

多品種少量・高精度のものづくり
電子機器の製造企業
設計から金属加工・組立・検査まで

確かな信頼の一貫生産

日本のものづくり産業を支える

板金加工部門。技能資格者が厚さ３．２mmまでの薄板金属を曲げ
たり、溶接したりし、厳しい寸法で精密部品を加工する。

機械加工部門では、材料を高速回転させて
削る「旋盤加工」と様々な加工が１台ででき
る「フライス加工」の 2 種類を駆使。ミクロ
ン単位の寸法精度で部品を加工する。

中には一部分の製品
のために複雑な形に
加工するものも。
こうした部分にも高
い技術力が光る。

装置組立部門。実際にテスト運転を行い、誤作動がないか、顧客の
要望に沿った動きができているかなど何度もチェックされる。

匠
の
技
術
に
ふ
れ
た
く
て

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
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■兵庫県美方郡新温泉町清富589
　TEL.0796-82-0831

本体の顔以外に、頭上には前後左
右に10 面、最上部に1面の仏面を
持つ。それぞれの顔に意味があり

「慈悲」、「怒り」、「大笑い」などの表
情を持っている。さらに右手が膝に
届きそうなほど長いのも特徴。長
い手を伸ばして人々を救うというこ
とを表している。現世と来世でとも
に救われるというご利益がある。

相 応 峰 寺 の 本 尊
「十一面観音立像」
は２m 以 上も あ る
大像で、永年にわた
るお護 摩 の 煙で黒
く光る姿が特徴。
国指定重要文化財。

当初は「九品山（くほんざん）極楽寺」と呼ばれていたが、856 年に
城山園地の矢城ヶ鼻から「十一面観音立像」が見つかったことから、
清和天皇より「相応峰寺」の号を賜り「観音山相応峰寺」と改称された。

（右）木漏れ日溢れる参道を進むと、いくつもの石仏が点在しており、山頂までの道のりを見守ってくれているよう。
（左）観音山の展望台からは清富の町並みや日本海が一望できる。海側の展望台からは、
晴れの日には隠岐の島まで見えることもあるそうだ。

　

新
温
泉
町
の
浜
坂
湾
と
清き

よ
と
み富

の
町
並

み
を
見
下
ろ
す
観
音
山
。
こ
こ
に
佇
む
相

応
峰
寺
は
、７
３
７
年
に
行
基
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
天
台
宗
の
寺
院
だ
。
観
音
山
の
山

頂
の
本
堂
「
圓え
ん
つ
う
で
ん

通
殿
」
に
本
尊
の「
十
一
面

観
音
立
像
」
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
里
坊

は
観
音
山
の
裾
に
位
置
し
て
お
り
、
山
一
帯

が
境
内
と
な
っ
て
い
る
。

　

里
坊
の
裏
手
に
は
圓
通
殿
へ
行
く
山
道
が

あ
る
。
山
頂
ま
で
30
分
程
の
、
丁
度
い
い
汗

を
か
く
参
道
だ
。
時
折
木
々
の
間
か
ら
海
が

見
え
、木
漏
れ
日
が
気
持
ち
い
い
。現
在
、本

堂
は
来
春
の
落
慶
に
む
け
て
、約
２
０
０
年

ぶ
り
の「
平
成
の
大
修
理
」が
行
わ
れ
て
い
る
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
姿
が
楽
し
み
だ
。

　

本
尊
の
ご
開
帳
は
毎
年
４
月
18
日
の
春

の
例
祭
の
み
だ
が
、本
堂
の
前
で
手
を
合
わ

せ
て
い
る
と
苦
労
し
て
登
っ
た
分
、
ご
利
益

が
あ
る
よ
う
な
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

　
「
毎
年
例
祭
の
時
に
は
、
今
年
は
ど
ん

な
表
情
を
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
開
け
ま
す
。
凛
と
し
た
佇

ま
い
が
印
象
的
で
、
歴
史
と
本
物
の
迫
力

を
感
じ
ま
す
よ
」
と
小
川
住
職
。

　

明
る
く
軽
快
な
口
調
と
親
し
み
や
す
い

住
職
の
人
柄
も
、
こ
の
寺
の
魅
力
の
ひ
と

つ
。
全
国
か
ら
住
職
の
元
へ
人
生
相
談
に
く

る
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
ほ
ぼ
毎
日
、相
談

者
や
お
礼
参
り
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
病
気
、

商
売
、
対
人
関
係
、
家
庭
問
題
、
縁
談
、

不
妊
、
就
職
な
ど
相
談
内
容
も
様
々
だ
。

　
「
お
寺
は
葬
儀
だ
け
で
は
な
く
、
今
を

生
き
て
い
る
人
に
も
応
え
る
も
の
な
ん
で

す
。
人
生
の
指
針
や
助
言
を
す
る
の
が
お

寺
本
来
の
在
り
方
な
ん
で
す
よ
」。

　

力
強
さ
の
中
に
も
優
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
口
調
か
ら
、
話
を
し
て
い
る
と
心
が
前
向

き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
く
る
。

　
「
こ
こ
に
は
文
化
財
も
多
数
あ
り
ま
す

が
、何
よ
り
も
自
分
の『
想
い
』や『
目
的
』

を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
ら
一
番
う
れ
し
い
。

ぜ
ひ
観
音
山
へ
登
っ
て
想
い
を
告
げ
て
き
て

ほ
し
い
。
き
っ
と
ご
利
益
が
あ
り
ま
す
よ
」。

　

観
音
山
の
頂
上
か
ら
下
界
を
見
渡
す
と
、

壮
大
な
気
持
ち
が
溢
れ
て
く
る
。
体
と
心
に

清
ら
か
な
風
を
取
り
込
ん
で
み
て
は
い
か
が
？

LET'S GO TO THE TEMPLE

お
寺
へ
い
こ
う
。

山
頂
か
ら
下
界
を
見
守
る「
十
一面
観
音
」

体
と
心
が
安
ら
ぐ
癒
し
の
寺

ONE POINT ADVICE

十一面観音って？

素
朴
な
が
ら
も
優
れ
た
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
る
但
馬
。

近
く
の
お
寺
に
も
っ
と
足
を
運
ん
で
み
よ
う
！

★あらゆる方向に顔を向けて
　人々を苦しみから救う観音様

今
回
案
内
を
し
て
い

た
だ
い
た
小
川
住
職
。

里坊

※
ご
開
帳
は
４
月
18
日
の
み
。２
０
１
３
年
春
ま
で
は
大
修
理
の
た
め
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写真提供：相応峰寺

相応峰寺 そうおうぶじ07
今回、編集部が訪ねたお寺は…

十一面の仏面

真理を象徴する
蓮華を持っている

膝まで届きそう
な長い腕


